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化合物中の希土類元素は一般的に 3 価を取る場合が多いが、希土類元素ユウロピウム(Eu)は化合

物中において 3価より 2価の電子状態をとる場合が多い。2価状態の Euは J = S = 7/2、L = 0 であ

り、磁気モーメントを持つ。一方、3価状態の Euは L= S = 3、J = 0 であり、磁気モーメントを持た

ない。よって、多くの Eu 化合物は低温で磁気秩序を示す。非磁性 Eu化合物においては Euが中間

価数状態をとる物質が存在し、EuNi2P2 において重い電子状態が形成されていることが報告されて

いる。この様に Eu元素を含む化合物では、その価数状態によって種々の物性が現れる。 

本研究で着目する EuCo2Si2は体心正方晶(I4/mmm)の結晶構造をとり、磁化率などの測定から Eu

の価数は 3価であると報告されている [1]。その電子状態を明らかにするため 59
Co NMRを行い、

ナイトシフトと核スピン－格子緩和時間 T1の測定を行った。  

 
59

Co NMRスペクトルの中心ピークからナイトシフトを求めた。その温度依存性を図 1に示す。

ナイトシフトの温度依存性は磁化率と同様であり、これは Euの Van Vleck項の温度変化に対応して

いると考えられる。しかし、Van Vleck項だけではなく、Coの電子の寄与も考慮に入れることによ

り、ナイトシフトの温度依存性を更に説明することができる。図 2 に 1/T1T の温度依存性を示す。

高温では 1/T1Tは温度とともに減少するが、100 K 以下の温度では降温に従い 1/T1Tの値がやや増大

している。高温の温度変化は Eu の J 多重項の影響によるものとして考えてフィッティングを行う

と、その温度変化をよく説明できる。また、100 K 以下の温度では、ほぼ Korringa 則に従い一定値

を示すため、Co の寄与を含めたナイトシフトの解析をフィッティングに取り入れることで、その

温度変化をよく説明できる。当日は測定結果とその詳細な解析をあわせて報告する。   

[1] S. Seiro et.al.: Phys. Status Solidi B 250, No.3, 621-625 (2013)  
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図 2 1/T1Tの温度依存性 図 1 ナイトシフトの温度依存性 


